
好評連載！
「ジャズ雑記帳」
川崎成弘

▲上記、サポーター記載は無料です。
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川崎市国際交流センター

菱山麻美子（ヴァイオリン）　　
桐朋女子高等学校音楽科卒業
後、渡欧。ウィーン国立音楽大学
を経て、ロストック音楽大学ドイ
ツ国家演奏家資格課程修了。国
内外で活躍。現在、一般社団法
人東京21世紀管弦楽団団員。

●予定曲目 
・風笛(大島ミチル)
・「懐かしい土地の思い出」より
 『メロディ』(チャイコフスキー)
・チャルダッシュ(モンティ)
・アダージョ(アルビノーニ)
・情熱大陸(葉加瀬太郎)
・エトピリカ(葉加瀬太郎)

●日時：2022年7月14日（木）
12：00開場／12：10開演／12：40終演予定
●場所：川崎市生涯学習プラザ　●料金：無料
●出演：Mami Mari/ヴァイオリン・ピアノ
 

【来場の注意点】マスク着用、連絡先記入、検温、
入場制限がございます。
※新型コロナ感染拡大防止のため中止となる
　場合があります。

第114回 ランチタイム・ロビーコンサート

そして音楽の旅は続く連載34

2005年12月14日、ジャズシンガーとして待望の
リーダーアルバム「NEARNESS OF YOU/星乃けい」、
2006年12月20日「IN A SENTIMENTAL MOOD/
星乃けい」をＬＰ、ＣＤでリリース。 オーディオファン、
ジャズファンから高く評価支持される。

JAZZ、味わったことのない幸せを感じる
ofcialwebsite

https://www.hoshinokei.com

　ジャズ？JAZZ？歌詞は英語だし、
なんだかワケの分からない演奏がえ
んえんと続いてて、演奏者も聴く人も
理屈っぽい人が多そうだし…と思っ
てらっしゃる皆様、私も同じです。い
え、同じでした。私達がいつも耳にす
る音楽は童謡からポップスまで日本
語で内容もよく分かるし、間奏も決め
られたメロディで短め、曲に対する特
別な理解などは不要で、スーっと心に
浸み込んできます。私達はそういう環
境で育ち、生活をしているのでJAZZ
の敷居が高いのは当たり前ですよ
ね。私もまったく興味がなかったのに、
何で今JAZZを唄ってんの？ですよ
ね(笑) 。前回お話ししたように、たま
たま連れていかれたセッションで新し
い宝石を見つけた～！という単純な動
機ですが、最初はJAZZを唄うことよ
りもジャズミュージシャンと曲に興味
があったので、インスト（唄のない演
奏）をよく聴きに行きました。セッショ
ンに行ったときにピアニストの岩谷さ
んから「JAZZの基本は1コーラス
（日本語の曲だと1番ってことかな）を
繰り返すんだよ」って教えてもらった
ので、演奏を聴いていくうちに1コー
ラスの区切りが分かると「このミュー
ジシャンは1コーラスを3回位演奏し
たのは、楽しかったからかなぁ」なんて

んですよ。ミュージシャンと話した事
がないとおっしゃる方もいらっしゃる
と思いますが、気軽に声をかけてみま
せんか？みんな優しいですよ。いろん
なキャラがいますし、くだらない雑談
も多々ありますがJAZZを愛してい
る気の良い人ばかりです。そんな
ミュージシャンの中で私はいつしか、
自分の小さな居場所を見つけました。
私がJAZZの中にいられるのはそん
なミュージシャン達のおかげなんで
す。だからライブのときは、そんな
ミュージシャン達に一杯、御馳走して
くださいね！

考えると、私もわくわくしてくるんで
す。えんえんと続く演奏も、1コーラス
の区切りが少しずつ解ってくると、演
奏者が1コーラスごとにストーリーを
変えて奏でていることがわかり、感覚
が激変しました。そうした時間を過ご
しているうちに、聴いたことのある曲
が演奏されると、同じ曲なのにそのス
タイルや解釈の違いに驚いたり、そん
なリズムで演るんだ！と面白かったり
して、ミュージシャンをどんどん尊敬
していくようになりました。心の中を
お見せするようでお恥ずかしいので
すが、特にライブではその人の素顔
や内面を隠すことはできないような
気がします。だからミュージシャンが
嬉しいとか美しいとか熱いとかを本
気で演奏する姿を見ると、その人の
心に触れたような気持になって、連帯
かしら？共有かしら…とにかく味わっ
たことのない幸せを感じるのです。私
は、あまりハグをするタイプではない
のですが、気持ちはガッツリとハグし
ちゃっております。だから、聴きに行っ
たらミュージシャンによく声を掛けま
した。そもそもが「JAZZ分からない
私」なので大した話はできませんが最
初の頃は、楽しかった、来て良かった！
という程度。でもこんな出会いから今
も繋がっているミュージシャンもいる

川崎市生涯学習プラザ ●お問い合わせ
（公財）川崎市生涯学習財団
総務室 総務係
ロビーコンサート担当
TEL 044-733-5811
E-mail:concert@kpal.or.jp
川崎市中原区今井南町28－41 

●お問い合わせ
川崎市国際交流協会
TEL 044-435-7000
FAX 044-435-7010
E-mail:kiankawasaki@kian.or.jp
ホームページ https://www.kian.or.jp 
川崎市中原区木月祗園町2-2
元住吉駅から、徒歩10分

音友レコード倶楽部ＰＲ動画！
「音友レコード倶楽部」を
わかりやすく説明したＰＲ動画を是非ご覧ください。

常連の参加者との共同製作です。
撮影、編集はギター奏者の永瀬晋が担当。
新規参加の前に、ぜひご覧ください。
YouTube配信中。

Ｍマガジン・サポーター（店舗情報の詳細は「音楽好きな友の会」公式ウェブサイトにてご確認下さい）
●公共機関 
・区役所 中原区役所５Ｆなかはらっぱ 中原区小杉町3-245　Tel.044-744-3113
・会館 川崎市国際交流センター 中原区木月祗園町2-2　Tel.044-435-7000
・会館 川崎市生涯学習プラザ 中原区今井南町28-41　Tel.044-733-5560
・会館 かわさき市民活動センター 中原区新丸子東3-1100-12 　Tel.044-430-5566
・郵便局 川崎井田郵便局 中原区井田中ノ町25-1　Tel.044-766-9724
・郵便局 川崎ブレーメン通郵便局 中原区木月1-31-5　Tel.044-455-1800
・郵便局 川崎木月郵便局 中原区木月住吉町11-12　Tel.044-411-9800
・郵便局 川崎木月大町郵便局 中原区木月大町11-27　Tel.044-722-3617
・放送局 かわさきFM 中原区小杉町1-403 武蔵小杉タワープレイス　Tel.044-712-1791
・推進協議会　 「音楽のまち・かわさき」推進協議会 幸区大宮町1310 ミューザ川崎セントラルタワー5階 Tel.044-544-9641
●元住吉西口（ブレーメン通り／井田中ノ町商店街通り）
・音楽教室 SouleaveMusic School 中原区木月伊勢町10-1三起ビル302　Tel.044-750-8992
・鉄板焼 ゆうき亭 中原区木月1-28-16　Tel.044-434-6999
・ヘアサロン キャメルヘアーデザイン 中原区木月1-32-10 中嶋ビル1F　Tel.044-872-7375
・カフェ 水谷珈琲 中原区木月1-32-16 1F　Tel.044-577-4288
・果物 フルッチョ 中原区木月1-35-1　Tel.044-433- 3338
・パン リップル 中原区木月3-10-20　Tel.044-863-6554
・コーヒー専門 MUI  中原区木月3-13-2　Tel.044-767-1368
・イタリア料理 オステリアボッカーノ 中原区木月3-17-16 新井ビルB1F　Tel.044-411-1003
・音楽教室 島倉 学ミュージックスクール 中原区木月3-35-1ART FLATS B1F　Tel.044-567-5940
・音楽教室 有隣堂日吉センター 中原区木月4-31-7　Tel.044-411-5701
・コインランドリー マンマチャオ元住吉店 中原区井田中ノ町4-1 メゾンアッシュ　Tel.0120-027-217
・理容室 Hair Salon Airs  中原区井田中ノ町5-3 関根ビル1F　Tel.044-755-0273
・接骨院 井田名倉堂・栗山接骨院 中原区井田中ノ町6-27　Tel.044-766-0850
・ヘアサロン 波照間 中原区井田中ノ町8-1　Tel.044-797-5692
・デザイン制作 アルケファクトリー 中原区井田中ノ町8-43　Tel.090-4362-5413
・カフェ フォレストコーヒー 中原区井田中ノ町33-1　Tel.044-754-1156
・時計・貴金属 つだとけいてん 中原区井田中ノ町33-2　Tel.044-766-6022
・不動産 福街不動産 中原区木月祗園町12-1　Tel.044-750-0409
●元住吉東口（オズ商店街通り） 
・介護センター みずたま介護ステーション元住吉 中原区木月2-2-3 メゾンミール元住吉　Tel.044-430-6963
・お茶 金子園 中原区木月2-2-36　Tel.044-411-5877
・鍼灸院 和式整体＆整心の『響氣』 中原区木月2-3-35 住吉名店センター401　Tel.044-433-2880
・Cafe+Cake Baloo(バルー) 中原区木月2-7-8健庄ビル1F　Tel.044-789-9625
・介護センター ツクイ 中原区木月2-8-5MKビル1-B　Tel.044-431-0027
・古本・ＣＤ 凸っと凹っと 中原区木月2-10-3
・調剤薬局 綱島街道薬局 中原区木月2-16-10　Tel.044-750-0374
・イタリア料理 自在屋 中原区木月4-10-6　Tel.044-433-5644
・STEAK ステーキグラム元住吉店 中原区木月住吉町7-7　Tel.044-433-4129
・Gステーション ENEOSダイヤ商事 中原区木月住吉町21-1　Tel.044-411-5863
・ライブハウス　  パワーズ2　 中原区木月住吉町21-5　Tel.044-455-0007
・音楽教室   Studio An（スタジオ・アン）  中原区苅宿4-48 　Tel 045-312-3146(横浜アオバ楽器)
●元住吉近郊 
・喫茶室 シンフォニー 川崎市幸区矢上11-1　Tel.044-599-3499
●武蔵小杉近郊 
・紅茶専門店・喫茶室 Tea House ローズマリー 中原区小杉町3-70-4 ホーユウパレス1F　Tel.044-733-1076
・蕎麦店 そば あさひや 中原区小杉御殿町2-42-7　Tel.044-722-1768
・珈琲店 Cafe TEMO（テモ） 中原区上小田中6-1-5　Tel.044-755-8234
・喫茶店 Coffee Spot Life（ライフ） 中原区上小田中6-22-13　Tel.044-722-0024
・喫茶店 ショップカフェハット 中原区新城1-16-12　Tel.044-788-0116
●元住吉外郭・他 
・調剤薬局 駒沢通り薬局 東京都目黒区中央町2-40-8　Tel.03-6412-7318
・写真 PHOTO SHOP 銀嶺 東京都港区六本木7-8-4　Tel.03-3408-5406
・レストラン＆バー Public House ぴあにしも 川崎区小川町16-15ヒロサワビル103号　Tel.044-201-1668
・調剤薬局 オレンジ薬局川和町店 横浜市都筑区川和町1218-1F　Tel.045-929-1005
・カフェレストラン カンファー・ツリー 横浜市中区海岸通1-1横浜貿易協会ビル　Tel.045-211-2200
・ジャズ喫茶 マシュマロ 横浜市中区山下町214 巴里堂ビル2F　Tel.090-2202-3294
・八百屋 八百屋ジャズ 東京都世田谷区等々力２丁目16-14　Tel.03-3701-3860
●宮城県仙台
 ・カフェ Antique cafe OLD TIME 宮城県多賀城市高崎2-16-3 Tel.022ー309-6728 

ＰＲ動画完成配信中！

音友レコード倶楽部

暫くの間、開催確認は
音友会HPを
ご覧願います。

初参加の皆さんも一緒に会場作り。音友レコード倶楽部
レコードコンサートの会場作りも音友会スタッフの
みならず常連参加の方々や、有りがたいことに当
日参加の皆さんまでもお手伝いがあり一期一会の
音楽鑑賞の楽しい会が開催されています。レコー
ドに針先を置くのは難しいけれど、レコードから奏
でるアナログの音は柔らかく癒しの音ですね。皆さ
んもレコードやＣＤを持参で遊びに来てください。
※右記は、当日持参の音源を記入してもらう用紙です。

◎開催日時：7月１0（日）
　開場:1３時15分/開演:13時30分/閉会:16時30分

◎開催会場（1６0名収容会場を使用）
　国際交流センター・レセプションルーム
　※ソフトドリンク等の持ち込み可

◎参加費：1,500円 ※高校生以下￥500
　※8月は6日（日）を予定しています。

【来場の注意点】コロナ感染拡大防止の為、参加の際にはマスク、筆記用具の持参と入場時の手のアルコール消毒と
健康カードの記入をお願いします。なおコンサート会場は換気のため窓・ドアなど一部開放しながら開催していますのでご了承ください。 

▲Without Rhyme Or Reason/Scott Jarrett ▲Earl Klugh/Earl Klugh

Jazz Date（ジャズファンの集い）　●担当：藤田順治
爽やかな夏にはアル・クルーがお似合い

ジョージ・ベンソンのサイド・
ギターリストを努めた事もあ
るアル・クルー。彼のブルー
ノート時代のアルバムのう
ち、影響を受けたチェット・アト
キンスとの共演やビル・エ
ヴァンスの曲を演奏した曲目
をピックアップして聴いてい
きます。

Light Music（軽音楽ファンの集い）　●担当：藤田順治
スコット・ジャレットのＡＯＲ隠れ名盤

キース・ジャレットの弟でシン
ガー・ソングライターのス
コット・ジャレット。彼が清涼性
のあるボーカルでデイブ・グ
ルーシンとラリー・ローゼン
が1976年にフュージョンを
中心に立ち上げたGRPレー
ベルにおける彼唯一のソロ
アルバム全曲を聴いていき
ます。

7月１0（日）の軽音楽とジャズを聴くプログラム
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川崎市国際交流センター

sayu

sayu（サユ）：オルガニスト
東京都出身。
クラシックピアノ、キーボードを経
て現在はフュージョン系オルガニ
ストとして活動中。
バークリーとの提携校であった
PAN school of music を卒業。
同校の代表として、韓国 soul 
jazz academyへ訪韓し、LIVE
も行った。
organist大高清美氏に師事。
オリジナルCDを２枚リリース中。
現在都内を中心としたライブハウ
スでの演奏やセッションホストの
他、17認証ライバー
としても活躍中。

田子まり恵（ピアノ）　　
桐朋短期大学ピアノ科、同短期
大学専攻科ピアノ専攻科卒業。
第２７回草津夏期国際音楽アカ
デミー、フィレンツェ・ボーグナー
氏マスタークラス卒業。長年音
楽講師を務める。

外国人市民と共生するまちづくりセミナー
「多文化共生社会について考える」をテーマに外国人市民の現状と今後について学びます。
●日時：7月9日、30日、8月27日（土）／13:30～15:30
●申込方法：HP申込フォームから ●申込定員：50名（先着順）

「やさしい日本語」研修会
「やさしい日本語」の概要から、文章の作り方の講義、実習を行います。
●対象：「やさしい日本語」での情報発信に協力できる方、および2回とも参加できる方
●日時：7月23日、8月6日（土）13:00～15:00（全2回）
●申込方法：HP申込フォームから ●申込定員：40名（先着順）

ジャズボーカリスト

星乃けい ZOOMによるオンライン開催の無料のイベント



　お世話になっております。今月もまた
ギターを始めたばかりの方にお勧めな
ター小ネタをソウリーヴ・ミュージック・ス
クール永瀬がお送りいたします。
　前回は「アルペジオ」をアドリブで使
うコツを紹介していきましたが、今回は
さらに「アルペジオ」が楽曲内でどれだ
け便利に使えるかのアピールをしてい
きたいと思います。
　題材はジャズでよく使われるⅡ-Ⅴの
進行ですね　Ⅱ-Ⅴの構造に関しまして
はここでは話が長くなってしまいます
ので割愛させていただきますが、簡単
に言いますと部分的に転調するときに
使われることが多いですね。
　転調するという事は使うスケールが

変わってしまうという事にもなり、ス
ケール一発で弾くと音が外れてしまい
ます｡そして楽譜をパッと見てスケー
ルを判断するのも結構大変です。そこ
で便利なのが「アルペジオ」ですね。
　「アルペジオ」はコードトーンをその
まま弾くことになりますので、結果アド
リブに「コード感」があるという事になり
ます　コードを弾かずとも、短音でメロ
ディーを聞くだけでコード進行がイメー

ジできたりします。というわけで譜例で
すね。かなりコードチェンジが多く、頻
繁に転調もしてますが、「アルペジオ」
を使うことでキーを判別せずとも転調
に対応できて、かつコード感も出せる
というイメージですね。
　こんな感じでkeyが判別できない曲
でもアルペジオで対処できたりします
ので、是非練習してみてくださいませ。
　というわけでまた次回！

　その方面に新しく登場して、勢いが
盛んで鋭いことを「新進気鋭」と言う。
新しいものが優れているとは限らない
ものの、かの哲学者ヘラクレイトスに学
び、万物は流転するとの哲学に立て
ば、私はあるシンガーにこの言葉を重
ねたい。
　「千加音」というシンガーがいる。里
山の奥で静かに流れる水のように凛と
した瞳、穏やかな佇まい。しかし、その
可憐な印象とは裏腹に、口を開けば心
の底まで迫力ある歌声が放たれる。
世の中には数えきれぬほどの歌い手が
いるが、彼女ほど心震える若手に出逢
うことは珍しい。その声を最初に聴い
たとき、良し悪しといった単純な基準で
はなく「凄い」という心の感想が漏れ
た。この感覚こそ、私が最も大切にして
いる感性である。
　街を歩けば誰かの歌声が鳴り響き、

テレビやスマートフォンからは四六時
中、メロディーが流れている。人々の生
活に馴染んだ歌であるが、時に、歌は
人の人生を変える力を持っている。踏
み出すとき、踏み込むとき、その一歩の
背中を押したのが、どこか誰かの歌声
であったこともあることだろう。
　歌は、単なるエンターテイメントに留
まらず、人生の一部である。音楽という
正解なき商売の世界で、金のためか人
のためか、揺れる心を抱
えながら表現を突き詰め
てゆく「シンガー」という
職業は、あらゆる職業の
中で最も人の心を打つ可
能性があるものだと感じ
る。
　「千加音」が才能に身を
委ねることなく、時代の流
れを掴み人の苦労を知り、

力強い言葉を習得すれば、多くのファ
ンの前で歌う姿が想像できる。私は、た
だ彼女の歌の魅力を最大限引き出せ
るよう、力を注ぎたい。
ヘラクレイトスは、「万物は流転する」を
「同じ川に二度と入ることはできない」
と言い換えたが、私は千加音に対し、
入るたびに様々な気持ちになれるよう
な歌手になって欲しい、と期待をかけ
ている。
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ジャズ雑記帳

レコード再生装置･レコード収集
～ジーン・クルーパ・ジャズ・トリオ来日

川崎成弘
連載03

音友レコード倶楽部Report

　沖縄返還50年経った5月15日、あ
いにくの曇り空でしたが多くの方が参
加されました。今回「ジャズデート」のＤ
Ｊで取り上げたのは以前、特集したジェ
リー・マリガンとのつながりが深いビ
ル・クロウという人物です。1929年生
まれで現在94歳のビル・クロウはジャ
ズベーシストでありながらバルブトロン
ボーン、ドラム、チューバも演奏する
ミュージシャンです。クロウがマリガン
のコンボに最初に参加したのは1955
年から1957年まで。その後、一旦マリ
ガンの元を離れ1958年に再びマリガ
ンのコンボに参加しますが、その時の
アルバムが本日最初に紹介した
「What Is There To Say？」（写真
①）です。このアルバムにおける間違え
をクロウ自身が書いた回想録の中で指
摘しています。曲は“ニュース・フロム・
ブルーポート”と“ブルーポート”でライ
ナーノーツ上では2曲共、マリガンが作

ビル・クロウ「さよならバードランド」を聴いて

ブラス、サックスセクションのバランスは難しい！

藤田 順治

ポップシンガーが唄うスタンダードナンバー特集 大場 明弘

塚田 親一

アルペジオ(単音Ver)使い方のコツ2

千加音 牧野 憲人「くじら座」日記連載70

連載50 Course: Addicted to Guitar
永瀬 晋

ソウリーヴ・ミュージック・スクール
SouleaveMusic School

http://souleave-music.com/

元住吉駅徒歩3分、武蔵小杉駅徒歩13分
チケット制 音楽教室 Tel 044-750-8992
AM8:00／PM22:00start

地域の、全国のミュージシャン、そして音楽活動に関わるあらゆる人をネットワークしたい。
演奏の場を創り、ライブと楽曲の発信活動を後押ししていくことが目的です。
元住吉から世界に向けて配信して行きます。アーチスト・メンバー募集中！！
現在、登録アーティストメンバーが演奏動画を配信しています。
演奏者の方々で「モットンクラブ」から配信希望の演奏動画を募集しています。
（近郊で企画、運営可能なスタッフメンバーを募集中です）

連載-Take 13

曲したブルースとなっています。しか
し、回想録上では1曲目はビル・クロ
ウ、２曲目はアート・ファーマーが作曲
との事です。続けて「FromBirdland 
To Broadway（邦題：さよならバード
ランド）」（写真②）は、1996年制作の
クロウ自身のリーダーアルバムで前述
の“ニュース・フロム・ブルーポート”を
含むクロウ自身のオリジナル3曲を聴
いて、やはり長年のベースワークはア
ドリブを含めて中々のもので、またメン
バーとして参加しているジョン・コーン
（アル・コーンの息子）のギター等も心
地よいサウンドで演奏していました。そ
して3枚目の「Spring Is Sprung」よ
り“オープン・カントリー”の曲を。この
アルバムにおいてはメンバー名が書い
ておらず、レコーディングデーターが記
載されているのみでしたが、回想録で
はベースがビル・クロウ、ドラムがデイ
ブ・ベイリーと記述されています。ここ

ではボブ・ブルックマイヤーのトロン
ボーンが大活躍しており、マリガンの
バリトン・サックスとのユニゾンが大変
綺麗なテーマを奏でています。持寄り
タイムにおいては昨年亡くなられた
ローリング・ストーンズのドラマー、
チャーリー・ワッツがジャズのビッグバ
ンドを率いて演奏した「L i v e  A t  
Fulham Town Hall」（写真③）より
“ストンピング・アット・ザ・サボイ”、ラ
テンパーカションニストであるモンゴ・
サンタマリアのコンガソロから始まる
「Live At Jazz Alley」（写真④）から
ジョン・コルトレーンの名曲“アフロ・ブ
ルー”、原信夫とシャープス・アンド・フ
ラッツのメンバーであったギターリスト
岩見淳三のファーストアルバム「Jazz 
And Bossa」（写真⑤）から“サンバ・
カンティナ”などの曲を聴き堪能致しま
した。

　5月のレコード倶楽部は、新規参加
者も迎えて充分なコロナ対策を行ない
つつ開催されました。今回のLight 
Musicは1950～2000年代にリリー
スされた、ジャズシンガーではないポッ
プシンガーが唄うスタンダードナン
バーの特集を筆者のDJでお届けしま
した。彼らが唄う曲の多くは若者向け
のオリジナル曲でヒットチャート狙いで
したが、ポップシンガーといえどもアメ
リカの伝統である。スタンダードナン
バーのアルバムを作りたくなるシン
ガーが結構おりました。
　日本でも人気のあったコニー・フラ
ンシスの「Songs To A Swinging 
Band」（写真①）より、「ゴーン・ウィズ・
ザ・ウインド」。いつものオールディーズ
ナンバーを唄う彼女とはちょっと違う、
大人なコニーが聴けました。名アレン

ジャー、ネルソン・リドルを迎えたリン
ダ・ロンシュタットのスタンダード3部作
は彼女の新しい境地を開きました。第1
作の「What's New」（写②）より「アイ
ブ・ゴット・ア・クラッシュ・オン・ユー」。
父ナット・キング・コールとのデジタル
デュエットが大ヒットしたナタリー・コー
ルの「Unforgettable」（写真③）より
アルバムタイトル曲「アンフォゲッタブ
ル」。本アルバムの日本公演でもスク
リーンに映されたナット・キング・コー
ルとシンクロし、その場で父と娘が一
緒に唄っているような感動がありまし
た。他には、ベット・ミドラー、ジョニー・
ソマーズなど全9曲を聴いていただき
ました。
　後半の持ち寄りタイムでは、バラエ
ティに富んだアルバムの紹介がありま
した。ローリング・ストーンズの「Live 

At The El Mocambo」（写真④）は
1977年3月にトロントの300名収容
のクラブで行なわれた有名なシーク
レット・ライブ。本アルバムよりビッグ・
メイシオの「ウォリード・ライフ・ブルー
ス」。クルセイダースの1979年のアル
バム「Street Life」（写真⑤）はフュー
ジョンの名盤の1枚ともいわれたアル
バム。それまでインストルメンタル一本
槍だったこだわりを捨て、このアルバ
ムで初めてヴォーカルを加えました。ラ
ンディ・クロフォードの歌をフィー
チャーしたアルバムタイトル曲「スト
リート・ライフ」。他にもタフィー・マッケ
ロイ「ホワッツ・オン・ユアマインド」、
ジャック・ジョンソン「アイ・ゴット・
ユー」など、今回も良質且つ充実した
時間を過ごせました。

▲興味があれば、聴いてみてください。

　話はそれて、take12で「その場の
雰囲気も含めて一気に記録する、一発
録りが大好きである」と話したが、一番
大変だったが、今でもとても記憶に
残っている録音がある。筆者自身も大
好きで世界に誇る『宮間利之とニュー
ハード』のライブ録音である。1977年
4月30日(土) 三鷹公会堂で録音され、
これを「第1家庭電器( D A M ) 」がレ
コード（DOR-0030）で、もう一方では
オープンデッキの2tr/38cmテープで

数百名に録音された。筆者はたまたま
当時のU-maticテープのＰＣＭ録音さ
れた音源が有り鑑賞している。録音機
材はStuder/089、Ampex/AM10
のミキサー、マイクはNeumann/  
U87を筆頭に計20本を使用。モニ
タースピーカーは三菱Ｒ-208である。
この音源で前述の「PAミキサーも演奏
者！」と言う意味を、レコードコンサート
で皆さんと語り合いたいと思います。
特にレコーディングエンジニアを気に

してください。この方が一番大切な演
奏者です。

「横笛のある暮らし」はお休みし、8月号から再開します

　高校入学時（1953年）のクラスにハ
ム（アマチュア無線）をやっている級友
宅に誘われ、自作の無線機、管球アン
プ、レコードプレーヤーなどを披露され、
使い方などを説明してくれた。これは正
にカルチャーショックだった。私は「並４
ラジオ」を卒業してジャズ・レコードを自
宅で鑑賞したい気持ちが次第に強くな
り、その級友に相談しチューナー（ラジオ
受信機）付きのプリアンプとパワーアン
プを制作してもらうことになった。自分も
レコードを聴くには多少なりとも再生装
置の知識を持たなければと思い、素人で
もレコードプレーヤーやスピーカーシス
テムの制作ならできそうだと思って挑
戦。級友に当時の秋葉原電気街の「秋葉
原ラジオストアー」（総武線ガード下）を
案内され、オーディオ・システムに要す
る機器類・部品類が単品で販売してい
る小売店が肩を寄せ合うように並んで
いたのを見て興奮した！ 何度か通ううち
にどこの店には何を扱っているかを憶
え、店長・店員と馴染みになった店で品
選びや取り扱いなどを教えてもらいまし
た。昭和の秋葉原電気街はそのような気
さくな魅力ある雰囲気があったのです。
　さて、いよいよレコードプレーヤー制
作に取り組もうと、３スピードプレーヤー
（78、45、33 1/3回転）は赤井電機
（AKAI）製のフォノモーター、トーンアー
ムは田谷精機（NEAT）製を、そして必
要なパーツ類も購入。物作りは好きでし
たので、配線を間違えないように気を付
けて何とか完成しました。スピーカーは
級友が不要になったエンクロージャー
（箱）を譲り受け、20センチのフルレンジ

記4曲の他 “東京エキスプレス/ストン
ピン・アット・ザ・ギンザ/マイ・ブルー・ヘ
ブン”の3曲を含む全７曲とされている
が、後に『Sunbeam』レーベルから別テ
イクを含む10曲を収めたLPが出回っ
た。
　戦後日本のジャズ・シーンについて
は、私はまだ年齢的にコウモリの様に夜
間飛行で聴き歩きはできず、情報として
は『スイング・ジャーナル誌』の購読、演
奏を聴くのは昼間だけでした。西銀座デ
パート2Fの『不二家ミュージックサロン』
に時々足を運んでいたが、渋谷に『プリ
ンス』と云う音楽喫茶があって、昼間の
ステージはタンゴ、ハワイアン、ジャズの
三つのバンドが交代で演奏。ジャズは一
流のグループが出演するので貴重な時
間だった。当時は米軍キャンプのクラ
ブ、EMクラブ（米軍下士官兵集会所）、
将校クラブの出演は高額ギャラだった
そうで、お札をバッグに詰め込んで帰っ
たという話は本当だったようで、また昼
間の出演は夜の本番前のリハーサルを
兼ねていたのだそうです。
　約70年前の古い話で3回に渡る
「ジャズ雑記」を綴ってみましたが、昭和
の空気を感じて頂けましたでしょうか。

を取り付け、ついにレコードを聴けるよう
に！カートリッジの 再生針はサファイヤ
なので摩耗が早く7時間程度が限度
だった。これが私のレコード再生装置の
スタートで、ようやく駆け出しのジャズ・
レコード・コレクター気分となり、新宿の
老舗中古レコード店でSPレコード漁り
を始めました。国産LPの生産発売開始
は1953年（S.28）からでしたが高嶺の
花で、2年後頃から10インチLPを月に
1枚買うのがやっとでした。最初に手に
入れたのは10インチLPの「Jus t  
Jazz Concert / Lionel Hampton 
All Stars」（写真①）で、初めて聴いた
ときの感動は生涯忘れないでしょう。
　1952年4月19日、ジーン・クルーパ
（ds）がチャーリー・ベンチューラ（ts, 
bs,bass sax）、 テディ・ナポレオン（p）
を伴ったトリオ（写真②）で来日。10日間
で40回に及ぶ公演をしたという記録が
あり、合間に東京・築地の『日本ビク
ター・スタジオ』にて4月22、23日にジャ
ズ評論家・河野隆次氏のプロデュース
で全7曲を録音。SPレコードで発売され
たが、ジーン・クルーパはノーマン・グラ
ンツ（ジャズ・レコード・プロデューサー、
コンサート・プロモーター）のJ.A.T.P.
(Jazz At The Philharmonic)と契約
中で、日本ビクターからの発売は契約違
反とグランツからクレームを付けられ、
発売直後に廃盤処置となった。SPレ
コード２枚には“ハウ・ハイ・ザ・ムーン/
ドラム・ブギー /証城寺の狸囃子
（Badger's Party） ※ (写真③)/荒城
の月（The Moon Over The Ruined 
Castle）”の4曲が。録音記録では前

▲昭和48年頃、生演奏をオープンデッキで録音する風景。

Light Music & Jazz Date 2022年 5月コンサートの報告

神山 曻

　「都々逸（どどいつ）とは、江戸末期に
初代の都々逸坊扇歌（1804年～
1852年）によって大成された、口語に
よる定型詩。七・七・七・五の音数律に
従う」と、ウィキペディアにある。正確か
どうかは確かめようがないが概ねそう
だろうという前提だ。「立てば芍薬、坐
れば牡丹、歩く姿は、百合の花」なんて
のも〈都々逸〉から世に広まったようだ。
　さて、この〈都々逸〉は、私の原風景に

いになる時がある。全くもって生まれた
気まぐれな精神だからだ。
　そんな時に聞くのが〈都々逸〉だ。特
に柳家三亀松をYouTubeで探して聴
く。柳家金語楼を兄弟子にもつ落語家
でもあるが、やはり彼の〈都々逸〉にゾッ
コンである。たしか、十五、六の頃、渋谷
にあった東横演芸場でライブを見て、さ
らに好きになった。と言っても、友達に彼
の話をしてもキョトンとされるだけで興
味も持たれない、自然と誰にも話さなく
なった。しかし、近年、身近に「三亀松」を
知り、かつ三味線を嗜んでいるという古
くからの友人がいたのだ。彼はジャズ
ミュージシャンでパーカシャニストだ。
やっと、趣向の合う友がいたことを知っ
て嬉しかった。私はレコードやテープの
持ち合わせが無かったが友はしっかりと
カセットにして持っていた。持つべきは
友である。そして、俗曲万歳である。

欠かせない。幼時に印象に刻まれ、今に
しても思いが馳せる音楽である。
　私の父方の祖父は、聞くところ明治
末期には栃木県に山をいくつも持って
林業を営んでいた大富豪と聞く。贅沢
三昧をしていたようだ。遊ぶときは地元
では物足りないと東京に出て芸者さん
をあげ四、五日は帰ってこなかった。残
念なことに父親の幼い頃に没落するの
だが、その祖父の遊び心を大いに受け
継いでしまった父は、極貧から這い上が
り、それなりの小銭が貯まると芸者さん
をあげていた。そんな場に、四、五歳の
幼なかったにもかかわらず何故か連れ
て行かれた。子守を口実にしたのだ。
　安い料亭で流れていたのが大衆的
な三味線による歌曲、通俗な曲、つまり
俗曲であり〈都々逸〉であった。
　小学唱歌で歌うことの楽しさを知り、
ヴィレッジ・ストンパーズの“ワシントン
広場の夜は更けて”をラジオで聴いて
バンドを始めた。そして、ビートルズで音
楽に対する考え方や価値観が変わっ
た。ジャズを聴き、現代音楽を聴くよう
になんでも受け入れてきた。そういった
浅はかな音楽心だが時たま、一斉に嫌

団塊じじいのジャケ買い遍歴連載21
俗曲、昔の大衆音楽に癒される。

▲カラー写真がなかった頃のモノクロ写真で
構成された柳家三亀松のジャケットである。
コロンビアレコード所属のデザイナーの
仕事だろうか。残念ながら彼の「艶」が
表現できていない。容易いことではないが…。

 

※“証城寺の狸囃子”を“Badger’s Party”としたのは、
アメリカには狸がいないので「Badger(アナグマ)のような
動物である」とジーン・クルーパに説明し、
曲名としたそうです。

▲①Just Jazz Concert / 
Lionel Hampton All Stars（10インチLP)

▲②Gene Krupa Jazz Trio
　　Gene Krupa、Charlie Ventura、Teddy Napoleon

▲③Gene Krupa Jazz Trio 
“証城寺の狸囃子（Badger’s Party）”
 日本ビクター10インチSPレコードのセンターレーベル

▲①What Is There To Say/
Gerry Mulligan

▲②From Birdland To Broad-
way/Bill Crow Quartet

▲③Live at Fulham town hall
/The Charlie Watts Orchestra

▲④Live at Jazz Alley/
Mongo Santamaria

▲⑤Jazz And Bossa/
岩見淳三ギター・トリオ

▲①Songs To A Swinging 
Band/Connie Francis

▲②What's New/
Linda Ronstadt

▲③Unforgettable/
Natalie Cole

▲④Live At The El Mocambo
/The Rolling Stones

▲⑤Street Life/Crusaders


